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1 鉄鋼製造プロセスの概要 
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2 鉄鋼製造プロセスの概要（製銑～製鋼） 

高炉       連続鋳造設備       ２次精錬       転炉       



3 鉄鋼製造プロセスの概要（圧延～表面処理） 

熱間圧延機       

UOE造管機       線材ミル       

連続焼鈍炉       厚板ミル       形鋼ミル       

溶融亜鉛メッキ       電気亜鉛メッキ       



4 環境負荷の低減と資源の有効活用 

データ出典： 「JFE CSR報告書 2016」 
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5 素材のリサイクル 

鉄は 
何度でも 
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6 素材のリサイクル 

鉄は何度リサイクルしても品質が低下しない  
 “クローズドループリサイクル” 

リサイクル 分類 

① サーマル リサイクル 
廃棄物の焼却に伴う熱によって電力や蒸気としてエネルギーを回収する手法 

 → 天然資源消費量の削減効果はなく、廃棄物(燃焼灰等）の処分必要  

② カスケード リサイクル 
他素材や同じ素材へのリサイクルであっても性質の劣化(変化)を伴う 

 → 最終的には品質限界を外れ廃棄されることになる 

③ クローズドループ リサイクル 
素材のもつ本来の性質を保ったまま同じ製品の原料として、無限にリサイクル 
が可能 



7 日本におけるスチール缶リサイクル率の推移 

2016年度のスチール缶リサイクル率は93.9% 

 
出典 「スチール缶リサイクル協会」 



8 自動車 鉄鋼材料のリサイクル（全部再資源化） 

oil

①中古部品回収工程   
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  （ﾌﾛﾝ、ｴｱﾊﾞｯｸﾞ、油類など） 
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9 シャフト炉を活用した鉄リサイクル 

出典  JFEスチール 



10 シャフト炉の概要 

出典  JFEスチール 

・ 原料の鉄スクラップと燃料のコークスを投入し、銑鉄を生産 
 

   → コークスは、高炉で使われるような還元剤としての役割では 
      なく、鉄スクラップを溶解するための燃料である 



11 シャフト炉 設備概要 

出典  JFEスチール 
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・ 鉄スクラップはコークスとともに同じバケットに入れられ、シャフト炉の上部から投入される 
 

・ シャフト炉内部では、下部から600℃の熱風が炉内に吹き込まれ、コークスを燃やして 
   出たガスを炉内に循環させて、スクラップ溶解する 



12 シャフト炉の材料ヤード 

 

・ プレスや切削後の機材など、工場発生スクラップが品目ごとに管理されている 
    

・ その多くが製鉄所内または自社やグループ会社から集められたスクラップである 
   → スクラップ中に含まれる成分が明確であることが多く、鋼種の不明なものや 
       異物が混入すること少ない 
 

鋼板のプレス機材 切断したコイル端、トランスケース等 

出典  JFEスチール 



13 高炉とシャフト炉を併用した製鋼プロセス 

シャフト炉 

転炉 ２次精錬 連続鋳造 

高炉 

 

   高炉とシャフト炉の両方で銑鉄し、需要に合わせて生産量を調整している 
    

     ・ 高炉：大量の銑鉄を生産、一度操業を始めると長期間にわたり連続運転 
     ・ シャフト炉： 生産能力小さいが、必要に応じて操業を停止できる  
 

出典  JFEスチール 



14 副生物の有効活用 スラグ製品 

出典  JFE技報  2017年8月 

鉄鋼製品を製造する際に必然的に発生する副産物である鉄鋼スラグを， 
鉄鋼会社では有用な材料“鉄鋼スラグ製品”に加工して販売している 

◆ 鉄鋼スラグ路盤材と道路施工状況 



15 副生物の有効活用 スラグ製品 

◆人工石 
 ﾌﾛﾝﾃｨｱﾛｯｸ 

出典  JFEスチール 



16 副生物の有効活用 スラグ製品 

出典  JFEスチール 

◆海域 環境改善材料 
 マリーンストーン 



17 副生物の有効活用 スラグ製品 

出典  JFEスチール 



18 

ご清聴ありがとうございました。 


